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流しと水がめ

左の図のように、
家のまわりにも建
物があったニャ。
さらに建物を囲む
ように木を植え
て、風よけにして
いたニャ！

たて

かこ

Q.トイレやおふろが外にあるのはなぜ？
A. トイレが家の外にあると、農作業でよごれたままで
も気にせず使うことができます。
　また、むかしは水を流さず、下にためておくトイレで
した。家のなかにそんなトイレがあると、ニオイが室内
にこもります。ためた大小便をくみだすにも、外にあっ
た方が便利でした。
　おふろはたき木を

も
燃やせて、水を運びやすく、ぬれて

もかまわない庭や
ど  ま
土間のすみにありました。しかし、お

湯をわかすためにはたき木をたくさん拾ったり買ったり
する必要があるので、おふろをもたない家もありました。

Q.水はどこから持ってきたの？
A.府中に水道がとおりはじめたのは 1958年です。
それまでは庭にある井戸から水をくんで使っていまし
た。1 日に

ひつよう
必要な

りょう
量の水を運ぶために、何度も家と井

戸を行き来しました。それはとても大変な作業だったの
で、水は大切に使いました。
　この建物のダイドコロの

おく
奥には、流しと水をためる水が

めがあります。調理や洗い物のときにすぐ使えるよう、井戸
でくんだ水はそこにためておきました。

◀1969年ころにあった
　 河内さんの家

消し炭は火がつき
やすいので、もう
一度使ってムダに
はしなかったニャ。

いちいち井戸からこの水がめまで
水を運ぶのは大変だなぁ。

むかしのくらしなぜなにQ＆A

むかしのトイレは
こんな小屋だったんだニャ。
夜に行くのはこわかった、
という話はよく聞くニャ。

ほかにも家やくらしのことで気になるところがあったら、
はくぶつかん

博物館の人にきいてみてね！

農家の庭にあったむかしのトイレ
『府中市史近代編資料集（一）』より

Q.どうして家のなかでたき火をしても火事にならないの？
A. “かまど” や “いろり” の火をそのままにしておくと、
火事の危険があります。火を使いおわったら、燃えのこっ
た炭は火消壺に入れました。火消壺のふたを閉めると、酸
素がなくなって自然に火が消え、炭は「消し炭」になります。
いろりの場合、炭を灰にうめることでも、火消壺とおなじ
ように消し炭にすることができます。火を使う場所は燃え
にくい材質でできています。それでも毎日きちんと火の始
末をすることで、火事が起こらないようにしていました。 消し炭の入った火消壺
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ながら、1976年まで使われていました。
　この家は、むかしの農家のつくりがわかる貴重な
建物でした。そのため、府中にあったむかしの農家
や生活のあり方を未来に伝えていこうと、改めて解
体し、博物館へと運んで建て直しました。その際は、
カイコをたくさん育てていた 1910 年ころの姿に再
現しました。

き ちょう

はく ぶつ かん さい

あらた

　この家はもともと三鷹にありました。それを解体
して府中に運んで建て直し、畑仕事やカイコの飼育
などをしていた河内さんが住むようになったのは江
戸時代の 1844 年のことです。何度かリフォームし

み  たか かい たい

た し  いく

博物館にあるむかしの農家
旧河内家住宅
きゅう  こうち     け   じゅうたく
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　この家は、カヤとよばれるススキなどの細長い草の茎でふいた屋根と、土でできたかべ、
木の柱など自然のなかにあるものを使ってつくられています。
　家のなかは、いまのようにかべで囲まれた部屋はありません。“ふすま” や “しょうじ” な
どの引き戸で仕切られています。引き戸をとり外せば、ひとつの広い部屋として使用できま
す。必要なときに部屋を広くできるのは、農家だけでなく日本のむかしの家の特徴です。

❶ダイドコロ
キッチンと作業場に
あたる場所。夜や雨
の日でもここで作業
ができました。

❷ザシキ
リビングと

しんしつ
寝室をあ

わせたような部屋。
夫婦以外の家族がこ
こで寝ます。

❺オカッテ
食事のほか、家族がだんら
んするダイニングのような
部屋。近所の人や親しい人
とはここで話をします。

河内さんは部屋をこうよんでいたニャ。
家によってはよび方がちがう場合もあるニャ。

家を見学する時は、
入れない場所がある
から注意してね！

⑥かまど
羽釡などをすえて、
ごはんをたいたり、
お湯をわかしたり
するところです。

⑦いろり
床を四角に切って灰
をしきつめて、火をた
く場所。火の大きさ
にあわせて高さが変
えられる自在鉤に、な
べをつるして調理が
できます。暖房や照
明の役割もあります。

⑪
⑩

⑨

⑧

⑦

⑥

❶

❷
❸

❹

❺

❹ヘーヤ
主人夫婦と小さな子供
の

しんしつ
寝室。正面入り口か

ら一番おくにあり、プ
ライベートな空間です。

⑧かやぶき屋根
屋根に使っているカヤは
植物のため、いたみます。
そのため、屋根は数十年
に一度の

かんかく
間隔で新しいカ

ヤにとりかえます。

⑨土かべ
わらをまぜた土をぬった
かべ。土でつくることで、
家の外の気温の影響をう
けにくくなります。

⑩雨戸
雨や雪、風が家のなかに
入らないようにする引き
戸。夜の間や寒いときに
も使います。使うときは、
箱のような戸袋から引き
出します。

⑪しょうじ
木のわくに和紙をはった
引き戸。和紙は光を通す
ので、しょうじを

し
閉めて

も家のなかが暗くなりま
せん。

旧河内家住宅のつくりと使い方
きゅう  こうち     け   じゅうたく

かこ

はず

とく ちょう

　入口を入ってすぐのところはダイドコロ（❶）とよば
れた場所で、 土間ともいいます。“かまど” があることで
わかるように、調理をする場所でした。また、収穫した
農作物の仕分け、農具の手入れ、わら細工などをする作
業場でもありました。よごれてもいいように床を張らず
土のままですが、かたくかためて使いやすくしています。

しゅう かく

ゆか 　　　は

ど　 ま

　ダイドコロ（❶）の右側には、4 つの部屋があります。ふだ
んはお客さんが使う部屋や、家族が使う部屋など目的によって
使いわけます。しかし、部屋の使い方はそのときどきでかわり
ました。
　ザシキ（❷）はお客さんが来たときにおもてなしをする部
屋でもありました。また、1950 年代ころまでは結婚式やお葬
式を家で行うのがふつうでした。そのときはデイ（❸）を中心
にして、ザシキ（❷）やヘーヤ（❹）も使いました。食事は主
にオカッテ（❺）でいろりを囲んでとりました。ねる時はザシ
キ（❷）とヘーヤ（❹）を使いました。
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❸デイ
けっこんしき
結婚式やお

そうしき
葬式で中心になる部

屋。そのときは、となりのザシキや
ヘーヤの引き戸を外し、広い部屋
にして使いました。
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は  がま ゆか

だん ぼう
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